
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
少なくとも一面が遮光性色となった各別のシート状の集水部 (1)と導水部 (2)を有し、
　該集水部 (1)と該導水部 (2)は

通水用部 (3) 一体化されてシート体 (4)を しており、
　該導水部 (2)は苗木 (T)を通す切れ目 (5)を備え、かつ外周から該切れ目 (5)に切込み (6)
が設けられている
　

ことを特徴とする集水型単木用マルチング 。
【請求項２】
該切れ目 (5)は該シート体 (4)の中心から該導水部 (2)の該集水部 (1)と反対方向の端縁側へ
偏った位置に設けられている請求項 に記載の集水型単木用マルチング 。
【請求項３】
該切れ目 (5)は、該切込み (6)の内端から該切込み (6)の延長線 (6')と角度 (θ )をなして直
線状に連続する長辺部 (19)と、該長辺部 (19)の中点 (20)で該長辺部 (19)と直角に延びる短
辺部 (21)を有し、該長辺部 (19)と該短辺部 (21)でＴ形となっている請求項 に記載
の集水型単木用マルチング 。
【請求項４】
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、該集水部 (1)の上面に該導水部 (2)が重ねられて形成され
た において 構成

マルチング材を、
植栽する傾斜した地面 (G)上に、苗木 (T)を該切れ目 (5)に通し、かつ該地面 (G)の傾斜方

向上方へ該集水部 (1)を、下方へ該導水部 (2)をそれぞれ向けて配置することにより、該集
水部 (1)上で受けた雨水が該通水用部 (3)を通して該地面 (G)に導かれるようになっている

構造

１ 構造

１又は２
構造



該切れ目 (5)は該通水用部 (3)に設けられ、該集水部 (1)にも該切れ目 (5)と協働する補助切
れ目 (17)が形成されている請求項 に記載の集水型単木用マルチング 。
【請求項５】
該切れ目 (5)は該 (1)の該補助切れ目 (17)に対し、該中点 (20)を中心に反時計方向へ
４５°位相がずれている請求項 に記載の集水型単木用マルチング 。
【請求項６】
該切込み (6)の一側縁部 (7)に該切込み (6)を越えて他側縁部 (8)に延びる当て片 (9)が沿設
されている請求項 に記載の集水型単木用マルチング 。
【請求項７】

、該当て片 (9)は該切れ目 (5)及び該補助切れ目 (17)と協働する補助切れ目 (18)が設け
られ、該当て片 (9)の該補助切れ目 (18)は自由側縁 (22)から該中点 (20)と対向する対向点 (
23)を通って内側に入り込んだ頭辺部 (24)と、該対向点 (23)で該頭辺部 (24)と直角に延び
る脚辺部 (25)を有している請求項 に記載の集水型単木用マルチング 。
【請求項８】
 該当て片 (9)の該一側縁部 (7)に対する沿設が縫合及びヒートシールの少なくとも一方で
なされている請求項 に記載の集水型単木用マルチング 。
【請求項９】

該集水部 (1)と該導水部 (2)の各一端縁部 (10,11)
の縫合部 (12) いる請求項 に記載の集水型単木用
マルチング 。
【請求項１０】

該集水部 (1)と該導水部 (2)の各一端縁部 (10,11)
のヒートシール部 (13) いる請求項 に記載の集水
型単木用マルチング 。
【請求項１１】
該シート体 (4)が方形で、各隅角部 (26)は折り返されて一体化された重合部 (27)となって
いる請求項 に記載の集水型単木用マルチング 。
【請求項１２】
該シート体 (4)は生分解性を有している請求項 に記載の集水
型単木用マルチング 。
【請求項１３】
該シート体 (4)は不透水性を有している請求項 に記載の集水
型単木用マルチング 。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、植栽工に際して苗木の根を囲む土壌の乾燥を防ぎ、雨水の取り込みを図り、
苗木の周りでの雑草の繁茂を阻止して、苗木の生育を助ける、集水型単木用マルチング

に関する。
【０００２】
【従来の技術】
　マルチング材は苗木の周りの地面を覆うもので、中央に苗木の透孔を穿ち、必要な場合
は外周からこの透孔に切り込みを入れたものとなっている。
　本願出願人は先に単木用マルチング材の発明につき特許出願（２０００－９２５８５）
をしている。この場合の単木用マルチング材は全体が一枚のシート体となっており、この
シート体に切れ目とこれに外部から連通する切り込みを設け、この切り込みを覆う当て片
を沿設したものである。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
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１、２又は３ 構造

集水部
４ 構造

１、２又は３ 構造

該切込み (6)の一側縁部 (7)に該切込み (6)を越えて他側縁部 (8)に延びる当て片 (9)が沿設
され

４又は５ 構造

６又は７ 構造

該集水部 (1)と該導水部 (2)の一体化は、
によりなされて １から８の何れか一つの項

構造

該集水部 (1)と該導水部 (2)の一体化は、
によりなされて １から８の何れか一つの項

構造

１から１０の何れか一つの項 構造

１から１１の何れか一つの項
構造

１から１２の何れか一つの項
構造

構
造



　前記の発明は雑草の生育を全般的に阻止する点や、切り込みをすり抜けて雑草が生育す
るのを防ぐ点では好ましいが、雨水の土壌中への誘引については何ら考慮されていない。
そのため、植栽面が水平面の場合はシート体の外周縁から土壌面に流れ出るので、降水量
が多ければ苗木の周りを潤せるが、のり面のように傾斜面となっていると、折角降った雨
もシート体表面を流れてしまい、苗木の根鉢部分を潤すことができない。
　また、シート体を透水性とすると、防草効果は得られるが、乾燥防止効果が低くなる。
そこで、シート体を不透水性とすることで、表面からの蒸発をなくし乾燥防止効果が高く
なる。ところが、不透水性にすると、いざホース等で人力潅水しようとした場合、根鉢の
近くに潅水できないので、潅水効率がよくない。その上、降雨時にマルチングの周囲から
苗木の根鉢へ水が入り込むのに時間がかかる。
　本発明は、潅水する場合、マルチング面に水をかければ、集中的に苗木根鉢部に水が集
められて潅水効率が良く、小降雨時にも、苗木根鉢部に雨水を効率的に集められる集水型
単木用マルチング を提供することを目的とする。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
　本発明にかかる集水型単木用マルチング マルチング材は、少なくとも
一面が遮光性色となった各別のシート状の集水部と導水部を有する。該集水部と該導水部
は 通水用部 一体化されてシ
ート体を している。 導水部は苗木を通す切れ目を備え、かつ外周から該切れ目
に切込みが設けられている。

【０００５】
　 マルチング材の一面は遮光性色となってい
るので、雑草の発芽や生育を阻害できる。

た、集水部面上に降った雨は量の多少に影響されず通水用部を通って土壌面に流れ込
み、苗木根鉢部近辺を潤す。

【０００６】
　該切れ目は該シート体の中心から該導水部の該集水部と反対方向の端縁側へ偏った位置
に設けられていてもよい。この偏りを中心から導水部端縁までを１とし、中心から集水部
端縁までを２の割合とすると好ましい結果がえられる。
　この場合、集水面積を大きくとれ、また、集水部上縁外の雑草は伸びると斜面に沿って
垂れ下がる傾向があるが、集水部上に垂れ下がるだけで、苗木に対する被圧が軽減される
。
【０００７】
　該切れ目は、該切込みの内端から該切込みの延長線と角度をなして直線状に連続する長
辺部と、該長辺部の中点で該長辺部と直角にのびる短辺部を有し、該長辺部と該短辺部で
Ｔ形となっていてもよい。
　この場合、苗木の生長に伴って短辺側の両隅角部がめくれ上がって行くが、長辺側はめ
くれ上がらず、従って、雑草の発芽やその後の生長を抑止できる。十字形やＹ形では、苗
木の生長に伴って切れ目の周囲が全面的にまくれ上がるので、このような作用が期待でき
ない。
　また、Ｙ型の場合、切込みが切れ目の中心線上に位置するのに対し、本発明の場合は左
右何れか一方に偏る。従って、同じ大きさの当て片の場合、切込みと当て片との重合寸法
を大にとれて雑草の発生が少なくでき、重合寸法を同じにすれば、当て片の寸法を小さく
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構造

構造に使用される

、該集水部の上面に該導水部が重ねられて形成された において
構成 また、

　本発明にかかる集水型単木用マルチング構造は、該マルチング材を、植栽する傾斜した
地面上に、苗木を該切れ目に通し、かつ該地面の傾斜方向上方へ該集水部を、下方へ該導
水部をそれぞれ向けて配置したものである。そして、該集水部上で受けた雨水が該通水用
部を通して該地面に導かれるようになっていることを特徴とする。
　なお、マルチング材の周りの部分は釘等で地面に固定しておくことが好ましい。

この集水型単木用マルチング構造において、

　ま
この際、集水部上を流れて通水用部に入り込んだ雨水は、勾

配に沿って流れ、切れ目のある位置から苗木の根鉢部分に集中的に流れ込むので、潅水が
効果的になされる。



でき、経済的となる。
【０００８】
　該切れ目は該通水用部に設けられ、該集水部にも該切れ目と協働する補助切れ目が形成
されていてもよい。
　この場合、苗木は導水部の切れ目と集水部の補助切れ目を直線的に通って土壌中にスム
ーズに挿入される。
【０００９】
　該切れ目は、該導水部の該補助切れ目に対し、該中点を中心に反時計方向へ４５°位相
がずれていてもよい。
　この場合、隙間の発生量が少なく、雑草の発芽や生育を防げ、幹の生長には何ら支障が
ない。
【００１０】
　該切込みの一側縁部に該切込みを越えて他側縁部に延びる当て片が沿設されてもよい。
　この場合、地面が切込みを通って直接外面に露出することがなく、種子が仮に発芽して
も、切込みの部分から外部への生長ができないので、苗木の生育を阻害する程に被圧や土
壌の栄養を奪取することはない。
【００１１】
　

該当て片は該切れ目及び該補助切れ目と協働する補助切れ目が設けられ、該当て片
の該補助切れ目は自由側縁から該中点と対向する対向点を通って内側に入り込んだ頭辺部
と、該対向点で該頭辺部と直角に延びる脚辺部を有していてもよい。
　この場合、頭辺部を挟んで脚辺部側は苗木の生育に伴って自由にめくり上がることがで
きるので幹にくびれを生じることはなく、脚辺部と反対側はめくり上がらないので、雑草
の発芽や生育を防げる。
【００１２】
　該当て片の該一側縁部に対する沿設が縫合及びヒートシールの少なくとも一方でなされ
ていてもよい。
　この場合、当て片の沿設が容易に行われる。
【００１３】
　 該集水部と該導水部の各一端縁部の縫合部

いてもよい。
　この場合、縫合部を該集水部と該導水部の一体化と、雨水の通路に共用できる。
【００１４】
　 該集水部と該導水部の各一端縁部の断続的なヒートシ
ール部 いてもよい。
　この場合、該集水部と該導水部の一体化をヒートシールで行うので、作業が容易で、ヒ
ートシールの行われていない部分を雨水の通路に供せる。
【００１５】
　該シート体が正方形又は長方形等の方形であって、各隅角部は折り返されて一体化され
た重合部となっていてもよい。
　この場合、各隅角部が重合部を形成するので補強され、強風時にシート体が破れること
がなく、見栄えがよく、取り扱い易くなる。一体化された重合部の形成には縫合又はヒー
トシール等の手段が採用される。
【００１６】
　該シート体は生分解性を有していてもよい。
　この場合、シート体は経時変化を示して消滅するので、苗木の生育に支障を来さず、環
境保護の点からも好ましい。
【００１７】
　該シート体は不透水性となっていてもよい。
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また、該切込みの一側縁部に該切込みを越えて他側縁部に延びる当て片が沿設される場
合において、該切れ目が該通水用部に設けられ、該集水部に該補助切れ目が形成されてい
れば、

該集水部と該導水部の一体化は、 によりなさ
れて

該集水部と該導水部の一体化は、
によりなされて



　この場合、乾燥防止機能がすぐれ、干ばつ時に苗木を枯らすことが少なくなる。
【００１８】
【発明実施の形態】
　１は集水部、２は導水部で、それぞれ少なくとも一面が遮光性色となったシート材であ
る。これらの集水部１と導水部２は
通水用部３ 一体化されてシート体４を している。導水部２は苗木Ｔを通す切
れ目５を備えており、その外周からこの切れ目５に切込み６が設けられる。
【００１９】
　この集水型単木用マルチング材は、通水用部３で集水部１を下に、導水部２を上にして
、苗木Ｔを植えた地面Ｇに配置される 込み６を拡げ、切れ目５に苗木Ｔを通し切込み
６を閉じる。シート体４の外周部分の適所でＭ型ピンＰを地面Ｇに打ち込み、シート体４
を地面Ｇに固定する 斜面の上方に集水部１が位置し、下方に導水部２が位置するよう
にする。
【００２０】
　シート体４は一面が遮光性色となっているので、雑草の種子の発芽が抑えられる。また
、一部の種子が仮に発芽しても、シート体１の外面に出られず、切込み６を通って外部へ
生長して行くこともほとんどない。従って、苗木Ｔの生育を阻害する程の雑草による被圧
や栄養の奪取は起こらない。
　更に、飛来種子が単木用マルチング材の表面に載っても、発根がシート体１を突き抜け
ることができず生育に至らない。
　

【００２１】
　 集水部１と導水部２の各一端縁部１０と１１の縫合部
１２ いる。
　こうすると、縫合部１２を集水部１と導水部２の一体化と、雨水の通路に共用できる。
【００２２】
　 集水部１と導水部２の各一端縁部１０と１１の
ヒートシール部１３
　こうすると、集水部１と導水部２の一体化をヒートシールで行うので、作業が容易で、
ヒートシールの行われていない部分を雨水の通路に供せる。
【００２３】
　

【００２４】
　切れ目５は通水用部３に設けられ、集水部１にも切れ目５と協働する補助切れ目１７が
形成されている。
　こうすると、苗木Ｔは導水部２の切れ目５と集水部１の補助切れ目１７を直線的に通っ
て土壌中にスムーズに挿入される。
【００２５】
　切れ目５は該シート体４の中心から導水部２の集水部１と反対方向の端縁側へ偏った位
置に設けられていてもよい。この偏りを中心から導水部端縁までを１とし、中心から集水
部端縁までを２の割合とすると好ましい結果がえられる。
　この場合、集水面積を大きくとれ、また、集水部１の上縁外の雑草は伸びると斜面に沿
って垂れ下がる傾向があるが、集水部１上に垂れ下がるだけで、苗木に対する被圧が軽減
される。
【００２６】
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、集水部１の上面に導水部２が重ねられて形成された
において 構成

。切

。傾

更にまた、集水部１上を流れて通水用部３に入り込んだ雨水は、勾配に沿って流れ、切
れ目５のある位置から苗木Ｔのある部分に集中的に流れ込むので、潅水が効果的になされ
る。

集水部１と導水部２の一体化は、
によりなされて

なお、集水部１と導水部２の一体化は、
によりなされてもよい。

なお、図１の例では、縫合部１２が導水部２の右半分に描かれ、ヒートシール部１３が
左半分に描かれている。これは二つの一体化例を便宜的に一つの図に示したもので、本来
的に、集水部１と導水部２の一体化は、縫合部１２又はヒートシール部１３のどちらか一
方のみでなされる。



　切れ目５は、切込み６の内端からこの切込み６の延長線６’と角度θをなして直線状に
連続する長辺部１９と、この長辺部１９の中点２０でこの長辺部１９と直角にのびる短辺
部２１を有している。そして、長辺部１９と短辺部２１でＴ形となっている。
　こうすると、苗木Ｔの生長に伴って短辺部２１側の両隅角部がめくれ上がって行くが、
長辺部１９側はめくれ上がらず、従って、雑草の発芽やその後の生長を抑止できる。十字
形やＹ形では、苗木の生長に伴って切れ目の周囲が全面的にまくれ上がるので、このよう
な作用が期待できない。
　また、Ｙ型の場合、切込みが切れ目の中心線上に位置するのに対し、本発明の場合は左
右何れか一方に偏る。従って、同じ大きさの当て片の場合、切込みと当て片との重合寸法
を大にとれて雑草の発生が少なくでき、重合寸法を同じにすれば、当て片の寸法を小さく
でき、経済的となる。
【００２７】
　角度θは適当でよいが、４５°とするのが好ましい。
　長辺部１９と切込み６が連続しているので、苗木Ｔが生長して幹が太くなっても、短辺
部２１と反対側がめくり上がり、幹にくびれを発生することがないからである。
【００２８】
　切込み６の一側縁部７にこの切込み６を越えて他側縁部８に延びる当て片９が沿設され
ている。
　こうすると、地面が切込み６を通って直接外面に露出することがなく、種子が仮に発芽
しても、切込み６の部分から外部への生長ができないので、苗木の生育を阻害する程に被
圧や土壌の栄養を奪取することはない。
【００２９】
　当て片９は切れ目５及び補助切れ目１７と協働する補助切れ目１８が設けられ、この補
助切れ目１８は自由側縁２２から中点２０と対向する対向点２３を通って内側に入り込ん
だ頭辺部２４と、対向点２３で頭辺部２４と直角に延びる脚辺部２５を有している。
　こうすると、頭辺部２４を挟んで脚辺部２５側は苗木Ｔの生育に伴って自由にめくり上
がることができるので幹にくびれを生じることはなく、脚辺部２５と反対側はめくり上が
らないので、雑草の発芽や生育を防げる。
【００３０】
　切れ目５は当て片９の補助切れ目１８に対し、中点２０を中心に反時計方向へ４５°位
相がずれている。
　こうすると、隙間の発生量が少なく、雑草の発芽や生育を防げ、幹の生長には何ら支障
がない。
【００３１】
　シート体４が方形で、各隅角部２６は折り返されて一体化された重合部２７となってい
る。
　こうすると、各隅角部２６が重合部２７を形成するので補強され、強風時にシート体４
が破れることがなく、見栄えがよく、取り扱い易くなる。一体化された重合部２７の形成
には縫合又はヒートシール等の手段が採用される。
【００３２】
　当て片９の一側縁部７に対する沿設が縫合及びヒートシールの少なくとも一方でなされ
ている。
　こうすると、当て片９の沿設が容易に行われる。
【００３３】
　シート体４は生分解性を有している。
　こうすると、シート体４は経時変化を示して消滅するので、苗木Ｔの生育に支障を来さ
ず、環境保護の点からも好ましい。
【００３４】
　シート体４は不透水性を有している。
　こうすると、乾燥防止機能がすぐれ、干ばつ時に苗木Ｔを枯らすことが少なくなる。
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【００３５】
【発明の効果】
　本発明によれば、マルチング材の一面が遮光性色となっているので、雑草の発芽や生育
を阻害できる。また 面上に降った雨は量の多少に影響されず通水用部を通って土
壌面に流れ込

【００３６】
　 によれば、該切れ目は該シート体の中心から該導水部の該集水部と反対方向の
端縁側へ偏った位置に設けられているので、集水面積を大きくとれ、また、集水部上手縁
外の雑草は伸びると斜面に沿って垂れ下がる傾向があるが、集水部上に垂れ下がるだけで
、苗木に対する被圧が軽減される。
【００３７】
　 によれば、切れ目は、切込みの内端からこの切込みの延長線と角度をなして直
線状に連続する長辺部と、この長辺部の中点でこの長辺部と直角にのびる短辺部を有し、
長辺部と短辺部でＴ形となっているので、苗木の生長に伴って短辺部側の両隅角部がめく
れ上がって行くが、長辺部側はめくれ上がらず、従って、十字形やＹ形では期待できない
雑草の発芽やその後の生長を抑止できる。
【００３８】
　 によれば、切れ目は通水用部に設けられ、集水部にも切れ目と協働する補助切
れ目が形成されているので、苗木を導水部の切れ目と集水部の補助切れ目を直線的に通っ
て土壌中にスムーズに挿入できる。
【００３９】
　 によれば、該切れ目は該 の補助切れ目に対し、中点を中心に反時計方向
へ４５°位相がずれているので、隙間の発生量が少なく、雑草の発芽や生育を防げ、幹の
生長には何ら支障がない。
【００４０】
　 によれば、該切込みの一側縁部に該切込みを越えて他側縁部に延びる当て片が
沿設されているので、地面が切込みを通って直接外面に露出することがなく、種子が仮に
発芽しても、切込みの部分から外部への生長ができないので、苗木の生育を阻害する程に
被圧や土壌の栄養を奪取することはない。
【００４１】
　 によれば、当て片は該切れ目及び該補助切れ目と協働する補助切れ目が設けら
れ、該当て片の補助切れ目は自由側縁から中点と対向する対向点を通って内側に入り込ん
だ頭辺部と、対向点で頭辺部と直角に延びる脚辺部を有しているので、頭辺部を挟んで脚
辺部側は苗木の生育に伴って自由にめくり上がることができ、従って幹にくびれを生じる
ことはなく、脚辺部と反対側はめくり上がらないので、雑草の発芽や生育を防げる。
【００４２】
　 によれば、当て片の一側縁部に対する沿設が縫合及びヒートシールの少なくと
も一方でなされているので、当て片の沿設が容易に行われる。
【００４３】
　 によれば、 集水部と導水部の各一端縁部の縫合部

いるので、縫合部を集水部と導水部の一体化と、雨水の通路に共用できる
。
【００４４】
　 によれば、 集水部と導水部の各一端縁部のヒー
トシール部 いるので、集水部と導水部の一体化作業が容易で、ヒートシー
ルの行われていない部分を雨水の通路に供せる。
【００４５】
　請求項１１によれば、シート体が方形で、各隅角部は折り返されて一体化された重合部
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、集水部
み、苗木根鉢部近辺を潤す。この際、集水部上を流れて通水用部に入り込ん

だ雨水は、勾配に沿って流れ、切れ目のある位置から苗木の根鉢部分に集中的に流れ込む
ので、潅水が効果的になされる。

請求項２

請求項３

請求項４

請求項５ 集水部

請求項６

請求項７

請求項８

請求項９ 集水部と導水部の一体化は、
によりなされて

請求項１０ 集水部と導水部の一体化は、
によりなされて



となっているので、各隅角部が重合部で補強され、強風時にシート体が破れることがなく
、見栄えがよく、取り扱い易くなる。
【００４６】
　 によれば、シート体は生分解性を有しているので、経時変化を示して消滅し
、苗木の生育に支障を来さず、環境保護の点にも適合できる。
【００４７】
　 によれば、シート体は不透水性を有しているので、乾燥防止機能がすぐれ、
干ばつ時に苗木を枯らすことが少なくできる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明にかかる集水型単木用マルチング 材の具体例
を示す平面図である。
【図２】　図１の右側面図である。
【図３】　切れ目部分の詳細平面図である。
【図４】　背面図である。
【図５】　図１の５―５線断面図で使用状態を示してある。
【符号の説明】
１　　集水部
２　　導水部
３　　通水用部
４　　シート体
Ｔ　　苗木
５　　切れ目
６　　切込み
６’　延長線
θ　　角度
７　　一側縁部
８　　他側縁部
９　　当て片
１０、１１　一端縁部
１２　　縫合部
１３　　ヒートシール部
１４、１５　側縁部
１６　　他側縁
１７、１８　切れ目
１９　長辺部
２０　中点
２１　短辺部
２２　自由側縁
２３　対向点
２４　頭辺部
２５　脚辺部
２６　隅角部
２７　重合部
Ｇ　　地面
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請求項１２

請求項１３

構造に使用するマルチング



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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